
１

地
方
創
生
に
つ
い
て(

知
事
へ)

【
企
画
振
興
】

◎
国
は
地
方
創
生
を
掲
げ
、
や
る
気
の
あ
る

工
夫
す
る
地
方
が
生
き
残
れ
る
制
度
を
積
極

的
に
用
意
し
て
お
り
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ
の

指
導
力
に
よ
り
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
る
時

で
あ
る
。

「
国
の
打
ち
出
す
施
策
に
準
じ
て
、
部
局
ご

と
に
目
の
前
の
課
題
と
向
き
合
う
」
の
で
は

な
く
、
「
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新
し
い
試

み
を
積
極
的
に
実
行
し
な
け
れ
ば
生
き
残
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
事
、
県
議
会
議
員
、

全
て
の
職
員
が
自
覚
し
、
②
２
０
０
万
県
民

の
参
加
を
含
め
た
『
オ
ー
ル
長
野
県
』
で
課

題
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
認
識

を
伺
う
。

【
産
業
労
働
】

◎
県
政
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
産
業
各
分
野

の
人
手
不
足
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

用
意
し
て
向
き
合
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
多
く
の
子
育
て
家
庭
と
対
話
を
続
け
る

知
事
に
「
女
性
の
働
き
方
」
の
目
指
す
方
向

を
伺
う
。

【
企
画
振
興
】

◎
長
野
県
議
会
は
、
先
の
11
月
議
会
総
務

企
画
警
察
委
員
会
発
議
で
、
国
に
対
し
「
鉄

路
へ
の
公
的
資
金
の
導
入
」
を
求
め
た
が
、

県
と
し
て
一
体
ど
う
大
糸
線
、
飯
田
線
、
飯

山
線
、
小
海
線
な
ど
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、

基
本
方
針
を
伺
う
。

【
建
設
】

◎
高
規
格
道
路
は
「
時
間
が
読
め
る
道
路
で

あ
っ
て
、
信
号
機
を
無
く
す
こ
と
が
原
則
」

で
あ
る
が
、
松
本
糸
魚
川
線
、
佐
久
松
本
線

な
ど
に
つ
い
て
「
信
号
が
な
く
時
間
が
読
め

る
道
路
へ
の
こ
だ
わ
り
」
が
計
画
に
見
え
な

い
。
こ
の
原
理
原
則
を
ど
う
実
現
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

【
企
画
振
興
】

◎
交
通
政
策
局
で
は
、
高
齢
者
の
買
い
物
や

医
療
機
関
へ
の
足
の
確
保
、
充
実
な
ど
の
生

活
圏
で
の
交
通
問
題
の
検
討
も
行
う
べ
き
だ

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

◎
そ
の
地
域
で
育
っ
た
人
た
ち
が
故
郷
に
定

住
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え

る
。
計
画
の
中
で
は
福
井
県
の
「
三
世
代
同

居
の
方
針
」
の
よ
う
な
成
果
の
上
が
る
具
体

的
な
方
針
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
実
行
案
を
用
意
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

【
産
業
労
働
】

◎
長
野
県
の
技
術
・
技
能
者
は
こ
こ
数
年
で
著
し

く
減
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
技
術
・
技
能
者
の

働
き
方
と
報
酬
の
在
り
方
に
あ
る
。
技
術
技
能
を

大
切
に
す
る
県
政
の
取
組
み
と
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

◎
２
０
３
０
年
の
自
動
車
革
命
に
よ
っ
て
、
本
県

の
産
業
の
主
力
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
企
業
」
へ

の
影
響
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
、

大
き
な
変
化
に
備
え
る
支
援
策
を
県
と
し
て
対
策

を
用
意
し
て
い
る
の
か
。

◎
産
業
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
本
県
に
お
け

る
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
土
の
バ
ラ

ン
ス
あ
る
発
展
の
た
め
に
も
、
唯
一
県
の
デ
ジ
タ

ル
人
材
高
等
教
育
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
中

信
地
域
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
て
る
高
等
教
育
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

【
観
光
】

◎
コ
ロ
ナ
禍
や
バ
ス
の
運
行
規
程
の
変
更
で
、
低

迷
す
る
観
光
産
業
の
再
生
に
つ
い
て
、
県
の
対
策

を
伺
う
。

【
産
業
労
働
】

◎
緊
急
の
課
題
は
賃
金
ア
ッ
プ
で
あ
る
が
、
本
県

の
中
小
企
業
は
、
「
社
員
の
賃
金
の
値
上
げ
ど
こ

ろ
で
は
な
い
状
況
」
に
あ
る
法
人
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
知
事
は
、
賃
金
値
上
げ
に
つ
い
て
、
ど
う

臨
む
の
か
。

【
人
事
、
県
民
文
化
】

◎
知
事
は
学
び
の
重
要
性
か
ら
、
「
県
民
の
学
び

支
援
課
」
を
新
た
に
設
置
す
る
。
時
代
の
変
化
に

教
員
が
出
来
る
領
域
で
な
い
こ
と
を
随
所
で
教
え

て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
は
県
最
大
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
期
待
し
て
い
る
か
。

【
県
民
文
化
】

◎
７
７
市
町
村
を
調
査
す
る
と
、
「
出
産
を
希
望

す
る
家
庭
を
増
や
す
。
」
政
策
は
、
市
町
村
ご
と

に
格
差
が
あ
る
が
、
「
格
差
が
生
じ
て
い
る
子
育

て
の
課
題
」
に
対
し
て
、
高
レ
ベ
ル
の
平
準
化
を

実
現
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
環
境
】

◎
過
疎
化
で
悩
む
集
落
の
上
下
水
道
の
維
持
は
切

羽
詰
ま
っ
て
お
り
「
町
村
の
水
道
の
継
続
策
」
を

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

【
危
機
管
理
】

◎
地
域
消
防
を
ま
と
め
る
県
と
し
て
、
消
防
団
員

へ
の
櫃
同
妃
の
配
布
の
執
行
達
成
率
は
ど
う
か
、

消
防
団
同
士
の
連
携
が
緩
ん
で
い
る
。
体
制
強
化

を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か

【
農
政
】

◎
本
県
の
２
０
３
５
年
を
想
定
し
た
「
農
業
担
い

手
確
保
の
在
り
方
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
用
意
し
て
い
る
の
か
。

【
林
務
】

◎
県
が
推
進
し
て
い
た
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、

10
広
域
ご
と
に
国
の
補
助
と
合
わ
せ
10
割
補
助

で
ペ
レ
ッ
ト
工
場
を
設
置
し
、
ペ
レ
ッ
ト
の
値
段

を
下
げ
、
安
価
で
高
齢
者
に
も
扱
い
や
す
い
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
定
着
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

【
県
民
文
化
】

◎
移
住
者
や
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
に
「
大
自

然
の
魅
力
」
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
動
中
不

動
の
陶
芸
や
彩
り
豊
か
な
信
州
の
草
花
の
草
木
染

な
ど
、
長
野
県
の
特
性
に
匠
技
を
加
え
た
文
化
を

前
面
に
打
ち
出
し
、
「
人
の
息
遣
い
が
聞
こ
え

る
本
県
な
ら
で
は
の
人
と
人
の
知
恵
を
打
ち
出
す

戦
略
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

【
企
画
振
興
】

◎
高
齢
者
な
ど
デ
ジ
タ
ル
弱
者
を
対
象
に
、
機
器

の
操
作
な
ど
す
べ
て
の
県
民
が
取
り
残
さ
れ
ず
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
達
成
を
図
る
べ
き
だ
。

◎
高
齢
者
が
地
域
の
仲
間
と
話
す
場
な
ど
、
地
域

の
人
た
ち
が
顔
を
合
わ
せ
、
お
互
い
を
確
認
し
合

う
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
著
し

く
低
下
し
て
い
る
。
具
体
的
な
対
策
が
あ
る
か
。

【
健
康
福
祉
】

◎
食
育
は
、
食
を
大
切
に
す
る
健
康
王
国
長
野
県

に
と
っ
て
大
事
な
政
策
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
減
塩
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
食
事
内
容

に
集
中
す
る
あ
ま
り
「
食
事
を
共
に
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
子
ど
も
の
成
長
面
へ
の
影
響
」
な
ど
深

堀
り
が
出
来
て
い
な
い
。
根
本
的
な
食
育
の
在
り

方
と
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
直
し
を
求

め
る
が
、

【
健
康
福
祉
】

◎
県
民
の
死
亡
原
因
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
が
ん
」
の

先
進
医
療
は
信
州
大
学
附
属
病
院
を
中
心
に
行
わ

れ
て
お
り
、
長
野
県
が
ん
対
策
推
進
条
例
を
ま
と

め
、
本
会
議
場
で
議
員
提
案
を
し
た
も
の
と
し
て
、

本
県
の
が
ん
対
策
の
中
核
で
あ
る
信
州
が
ん
セ
ン

タ
ー
充
実
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
知
事
の
決
意
を
伺
う
。

◎
県
下
の
厚
生
連
病
院
や
公
的
病
院
な
ど
歯
科
医

師
も
含
め
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
県
民
の
尊
い
命

と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

日
々
進
化
す
る
設
備
へ
の
支
援
を
含
め
、
医
療
機

関
へ
の
県
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

２

教
育
問
題
に
つ
い
て(

教
育
長
へ)

◎
浄
財
を
集
め
県
の
力
を
借
り
ず
に
地
域
の
自
力

で
創
立
し
た
白
馬
高
・
池
田
工
高
な
ど
地
域
高
校

を
統
廃
合
す
る
「
地
域
づ
く
り
を
高
校
に
託
し
た

地
域
高
校
の
設
立
の
精
神
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け

継
ぐ
気
構
え
な
の
か
。

◎
職
業
高
校
３
年
の
上
に
専
門
性
を
学
ぶ
「
専
攻

科
の
設
置
要
望
」
は
強
く
、
地
域
、
企
業
、
働
く

人
２
３
，
５
０
０
人
の
署
名
簿
が
知
事
と
教
育
長

に
提
出
さ
れ
た
。
産
業
界
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
地

域
か
ら
愛
さ
れ
頼
り
と
さ
れ
る
専
門
職
業
高
校
の

専
攻
科
設
置
は
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
、
日
本
中
か
ら

注
目
さ
れ
る
専
門
性
豊
か
な
授
業
や
特
徴
あ
る
高

校
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

◎
「
専
門
性
の
高
く
、
す
ぐ
に
や
め
な
い
人
を
育

て
る
教
育
の
実
現
」
を
ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
い

る
か
。

◎
地
域
の
１
０
０
年
の
計
で
あ
る
高
校
が
安
易
に

統
廃
合
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
社
会
と
直

結
す
る
専
門
職
業
高
校
の
再
編
は
、
「
あ
ら
ゆ
る

人
た
ち
が
納
得
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
考
え
る
。
職
業
専
門
教
育
の
持
つ
社
会

的
使
命
を
理
解
し
て
い
る
の
か
、
オ
ー
ル
長
野
県

で
の
高
校
再
編
に
あ
た
る
決
意
と
合
わ
せ
て
伺
う
。

日
本
国
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少
・少
子
化
へ
の
対
策

昨
年
の
出
生
率
は
８
０
万
人
を
切
り
ま
し
た
。
世
界
で
最
も
少
子
高
齢
化
が
進

む
行
政
体
の
長
野
県
は
確
固
た
る
政
策
を
実
行
す
る
時
で
す
。
令
和
５
年
度
予
算

に
つ
い
て
会
派
を
代
表
し
て
２
時
間
を
超
え
る
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
と
い
う
日
本
の
歴
史
に
な
い
「
変
革
の
時
代
」
を
迎
え
、｢

変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
変
え
る
勇
気
」
と
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
受
け
入

れ
る
寛
容
さ
」
の
大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。

オ
ー
ル
長
野
県
で
相
手
の
意
見
を
聞
き
、
出
来
る
限
り
多
く
の
人
が
納
得
で
き

る
「
新
し
き
も
の
」
を
創
造
す
る
事
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

No97

2023年春号

２
時
間
を
超
え
る
代
表
質
問

の
38
項
目
の
抜
粋
で
す
。

答
弁
の
模
様
は
、
下
記
の

｢

長
野
県
議
会
公
式Y

o
u
T
u
b
e

」

で
御
覧
下
さ
い
。（

市
民
タ
イ
ム
ス
）

県政だより

長野県の就業率(2022)



365日行動する宮沢県議の長野県議会での主な役職
長野県 JA 農協議員懇話会会長 JA 全農 信連 共済連 厚生連など

長野県がん対策議員連盟会長 長野県がん対策条例をまとめる

長野県商工議員連盟幹事長 議会商工会支援の束ね役

長野県山岳環境保全議員連盟会長 ライチョウや山小屋の支援

県議会観光振興議員連盟幹事長 県議会観光業の振興の中心

県議会文化芸術議員連盟副会長 文化芸術振興の推進

県議会私学振興議員連盟副会長 幼稚園 小 中 高校 専門学校 短大振興

県議会スキー産業・索道振興議連会長 スキー産業の振興

1.白馬高校の存続。 白馬村 小谷村

2.松糸道路の早期着工実現。 白馬村

3.池田町の人口減少対策と街の活気作り。 池田町

4.池田町会染社口原を立派な耕作地に。 池田町

5.婚活対策・出会いの場づくりを。 池田町 松川村 小谷村

6.子供と離れて暮らしている。働き場を増やして。 白馬村

7.熊、猿、鹿、猪が出て困っている。対策を。 小谷村 白馬村

8.間伐材の活用を。 小谷村

9.大糸線を存続してほしい。ＪＲ西日本へ働きかけ。 小谷村

10.老人年金や老人対策を充実してほしい。 小谷村

11.県道の歩道整備を舗装が凸凹で補修を。 池田町 小谷村

1.滝沢社口原地区は、耕作者の高齢化が進み、鹿の被害などの被害も多い。

県も一緒に農業の再構築を。

2.食育は何より大事。 「早寝 早起き 朝ごはん」 を幅広い運動に。

3.体験型教育や、ものづくりなど 「つくる」 ことを大切にする教育を。

4.池田工業高校は大事。地元企業の就職の要でもある。教育の里池田町に残

して欲しい。

5.健やかな子育てができる環境づくり。

6.農業と福祉。「やさしい心で見つめる心」を大切にする県政の実現。

7.大北地区唯一の高等教育の場「日本アルプス国際学院」の役割と今後は。

1.高齢化のため集落の川ざらい草刈りなど事業ができない

状況だ。公的支援の要請がほしい。 飯田 沢渡 堀之内

2.谷地川上流を整備してほしい。 堀之内

3.平川上流が崩れているので対策をしてほしい。 飯森

4.農業用水のわっ化が進んでいる。改良を。 飯森

5.鳥獣被害サルなどが、とても多いので対策して欲しい。 内山 飯森 名鉄

6.犬川 曲沢の底が高くなっている。取り除いてほしい。 飯森 飯田

7.国道406号 148号側溝上げ側面のアカシアの伐採。 飯森 堀之内

8.姫川源流の草刈り。大町建設事務所もやっているが、もっと回数を増やし

て欲しい。 佐野

9.サンパークの

トイレの改修

三日市場

10.国道148号

線の騒音や

歩道の雪か

きの徹底を

深空

11.山小屋トイレ

への改修支援

案内人組合

12.登山道の整

備に定額の支援が欲しい。 案内人組合

13.北アルプス山麓の砂防事業の佐野から飯田まで20ha の対策を。 飯森

14.小学生が少なくなった。地域の横の連携が出来なくなっている。 名鉄

15.平川 姫川の河川内の間伐をよくやってくれた。

未着手の河川内土砂の撤去を早く。 深空 白馬町

16.原料と電気代の高騰を何とかしてほしい。信州割りを続けてほしい。

新田切久保

17.国道148号の無散水施設の延長 建設を。 深空

18.サイクリングロードの整備を。 深空

19.子育て支援を。 深空

20.白馬駅東側へ駐車場の建設。 白馬町

21.地域高規格道路の早期完成。 八方口

22.廃墟住宅が多い 撤去の対策を。 嶺方

23.嶺方沢の倒木の撤去をお願いする。 嶺方

24.大出高原の整備をしてほしい。 大山

25.集落内容水の整備を。 八方 切久保

26.農業観光業の後継者の確保策を。 切久保

27.姫川の川底低下補助を続けて欲しい。 通

28.外国人が水源確保で土地を購入している、ストップをかけて。 通

29.森林税の使い方の工夫を。 通

30.雪の片付け場に歩道の確保を。 森上

31.林道 希少植物の群生地の確保。 野平

32.電柱の地中化を。 新田

33.城山への遊歩道整備を。 塩島

34.共有地の確保のあり方を示して欲しい。 新田

35.地域集まりの拠点公民館が欲しい。老朽化で改修したい。 名鉄 落倉

36.白馬村の圃場整備の促進と工法の研究。深空 白馬町 新田 切久保

37.姫川上部の土砂が柔らかい。調査して対策をして欲しい。蕨平

38.観光地やスポーツ合宿のための陸上競技場の整備を。 蕨平

39.木流川の上流の整備と大楢川の護岸整備をしてほしい。 八方 八方口

40.白馬村治水の水位が下がっている対策が必要では。 八方観光協会

41.外国人受入れのための語学研修体制を。 八方観光協会 新田

42.県議の力で歩道ができた。街路灯を整備して欲しい。 落倉

43.コロナ渦で20軒の民宿ホテルが10軒に減った。対策を。八方口

2035年を目標とする中期5ヵ年計画が令和5年度からスター

トするこの時期に、県議会県民クラブ・公明大北支部を中心に県民

のアンケート調査を実施した。過去に定期的に調査してきたが、2月25日まで

の第1次集計では、530名の皆さんから項目ごとに、長野県政への「県政要望

アンケート」が寄せられた。

≪項目ごとの要望割合≫

①子育て 8.3% ②雇用 9% ③産業農林業地域振興 24%

④減災対策 4.5% ⑤ガン･医療 9.7% ⑥交通網整備 10.4%

⑦福祉 20.5% ⑧安心･安全 7.3% ⑨教育 3.5%

⑩環境 2.8％ （４月２０日第2次集計を最終とします）

1.高齢者や運転免許証返納者への買い物など移動の足の確保。

2.松川村と池田町間の高瀬川に(仮称)細野橋の建設を。

3.ハロー安曇野跡地の農業での活用は是非とも進めて。

4.松川村のシンボル赤松の伐採後に杉や檜を植えたが花粉症被害を生んでいる。

5.地域高規格道路の騒音や振動対策を。

6.移住推進のため自家菜園をセットで用地確保してほしい。

7.婚活を推進すべき、女性の登録を増やそう。

8.老齢男性の一人暮らしは大変のようだ、サポートを。

9.道路にトラックが増えた。振動騒音対策を。

10.コロナの予防ワクチン等の負担は国で。

『県民が真ん中の政治』ずっとこの道一筋に歩いてきました。
「子供の成長が心配。年を重ねたが周りには話をする人もいなくなり、
一人暮らしは不安だ。家の中まで猿が来て、食品や春植える種などを
持って行かれる。買い物は唯一の楽しみだが足がない。里には子供の
声がなくなった。雪を片付けてくれる人もいない。」
「県への要望は限りない。大切に大切に、一つ一つ知恵を絞り、ワクワ
クする仕掛けを創り、前へ向いて大切な人達と一緒に歩いて行きた

い。」と願います。 宮 澤 敏 文

地域の対話から始まる政治、貫く
県政要望アンケート結果

「アンケートはがき」の県政への要望

池田町女性の皆さんからの県政要望

松川村女性の皆さんからの県政要望

池田町女性県政要望の集い

白馬村県政要望 29集落

白馬村神城地区の県政要望会

松川村女性県政要望の集い
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